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仙台は4月29日のＪ１第8節、ユアテックスタジアム仙台に浦和を迎え、今シーズンのホーム開幕戦を開催した

　3月11日に発生した東日本大震災の影響で中断していたＪ１・Ｊ２リーグ戦が、4月23、24日に再開した。3月5、6日の第1節以来、7週間
ぶりとなるリーグ戦で、Ｊ１は第7節、Ｊ２は第8節が行われた。再開初日の23日は、あいにくの雨に見舞われた会場もあったが、試合再開を
待ちわびた多くのファン・サポーターが足を運び、スタジアムに熱気が戻ってきた。地震の被害を受けたベガルタ仙台なども、ホームスタジアム
で試合を開催。各試合会場では募金など、復興支援活動も継続している。（2～3ページに関連記事）

リーグ戦が7週間ぶりに再開
Ｊ１は第7節、Ｊ2は第8節から戦いがスタート。スタジアムに熱気が戻る
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　3月1日に開幕したＡＦＣチャンピオンズリー
グ（ＡＣＬ）２０１１は、5月11日にグループマッ
チを終了。各グループで4チームがホーム＆ア
ウェイによる2回戦総当たりのリーグ戦を行
い、上位2チームがラウンド16へ進出する方
式で、日本から参加の鹿島アントラーズ、名古屋
グランパス、ガンバ大阪、セレッソ大阪の4クラ
ブが全て勝ち進んだ。
　東日本大震災の影響により、ホームスタジア
ムを国立競技場へ変更して戦ったグループHの
鹿島は、第5戦で上海申花（中国）を2－0と下
し、1試合を残して2位以内を確定した。勝点で
水原三星ブルーウィングス（韓国）と並び、得失点
差で2位。4年連続のラウンド16進出となった。
　昨シーズンのＪリーグチャンピオンである

名古屋も、同様に第5戦で杭州緑城（中国）を
1－0と破り、1試合を残して2位以内を決め
た。最終的にはＦＣソウル（韓国）に次ぐグル
ープFの2位で、準決勝に進出した2009年の
大会に続く突破を果たした。
　08年にＡＣＬを制したＧ大阪は、日本勢で
は唯一の首位通過。引き分けでは敗退の可能
性もあったグループEの最終戦で、天津泰達
（中国）に2－0の勝利を収めた。両チームは
勝点10で並ぶも、得失点差で上回り、4年連
続のラウンド16進出を成し遂げた。
　ＡＣＬ初出場のＣ大阪は、グループGの最終戦
で山東魯能（中国）に4－0と快勝し、全北現代
モータース（韓国）に次ぐ2位で突破を決めた。
　ラウンド16は5月24、25日に開催。ＦＣソ

　4月23、24日に再開したＪ１・Ｊ２リーグ戦
の全スタジアムでは、東日本大震災による犠牲
者への追悼セレモニーと、被災地の復興を願う
活動などが行われた。
　スタジアムではＪリーグ旗、対戦する両クラブ
旗が半旗で掲げられ、大型映像装置では、選
手たちが入場する前に、大東和美Ｊリーグチェ
アマンのメッセージビデオが放映された（大型
映像装置のないスタジアムは音声のみ）。キッ
クオフ前には犠牲者を悼んで黙とうが行われ、
選手、審判団を含むスタッフは喪章を着用。こ
れらは、29、30日に開催されたリーグ戦の試合
会場でも実施された。また、募金活動は２０１１
シーズン終了まで継続する。
　3月5、6日の第1節以来のリーグ戦とあって、

今シーズンのホーム開幕戦を迎えたクラブも多
かった。地震によって大きな被害にあったクラブ
では、Ｊ１リーグのベガルタ仙台が4月29日に
浦和レッズをユアテックスタジアム仙台に迎え、
今シーズン初のホームゲームを開催。Ｊ２リーグ
の水戸ホーリーホックは同23日にケーズデンキ
スタジアム水戸（メインスタンドは修復工事中）
で、徳島ヴォルティスとホーム開幕戦を行った。
一方、Ｊ１の鹿島アントラーズは、ホームスタジ
アムの県立カシマサッカースタジアムが補修工
事のため、4～5月中のホームゲームを国立競
技場で実施した。
　今年からＪリーグに入会したガイナーレ鳥取
にとっては、4月30日のとりぎんバードスタジア
ムにおけるカターレ富山との試合が、待望のホ

ウルvs鹿島、水原三星vs名古屋、Ｇ大阪vsＣ大
阪の組み合わせにより1回戦制で準々決勝進
出の切符を争った。なお、準々決勝の組み合
わせは、6月7日に行われるドローで決定する。

リーグ戦再開 各地の表情
待望のホーム開幕戦も

4クラブが全てラウンド16へ進出

4月の試合ではキックオフ前に黙とうが行われた（ＮＤソフトスタジアム山形、4月24日） スピードを生かして名古屋の勝利に貢献した永井 Ｇ大阪の遠藤は最終戦で貴重なゴールを決めた Ｃ大阪は乾を中心に攻撃的サッカーを展開

鹿島は無敗でラウンド16進出。写真は大迫

リーグ戦が再開し、スタジアムに熱気が戻ってきた。写真は、左がフクダ電子アリーナ、右上がヤマハスタジアム（磐田）、右下が埼玉スタジアム2002

今シーズンからＪリーグへ入会した鳥取は、待望のホーム
開幕戦を行った（Ｊ２第9節、vs富山）

大東チェアマンも鳥取のホーム開幕戦を訪れ、竹内 鳥取市長（左端）
とともにファン・サポーターと記念撮影

Ｊリーグ特命PR部 女子マネージャーの足立梨花さんも
スタジアムへ（とりぎんバードスタジアム、5月8日）

子どもたちにはサンバイザーのプレゼント（日産スタジアム、4月29日）人気キャラクターも登場（等々力陸上競技場、5月3日） 募金活動も継続中（ＮＤソフトスタジアム山形、5月14日）

選手は喪章を着用（Ｊ２第8節、東京Vvs愛媛）
半旗と大東チェアマンのメッセージ
（ＮＡＣＫ5スタジアム大宮、4月23日）

ーム開幕戦となった。竹内功 鳥取市長や大東
チェアマンもスタジアムを訪れ、記念すべき試
合を観戦。雷雨による35分間の中断というハ
プニングはあったものの、ファン・サポーターは
最後まで熱心な声援を送り続けた。
　4月29日～5月8日のゴールデンウイーク期
間中には、各クラブが指定するリーグ戦の会
場で小学生以下の来場者を対象に、今年の
夏に公開されるポケモン映画の主役ビクティ
ニのサンバイザーがプレゼントされた。Ｊリー
グのスタジアムでしか手に入らない各クラブの
オリジナルデザインとなっており、サンバイザー
のつばの部分がクラブによって異なっていた。
また、ピカチュウやビクティニが来場したスタジ
アムもあり、子どもたちは大喜びだった。



2 31 May 2011Vol.182 331 May 2011 Vol.182

　3月1日に開幕したＡＦＣチャンピオンズリー
グ（ＡＣＬ）２０１１は、5月11日にグループマッ
チを終了。各グループで4チームがホーム＆ア
ウェイによる2回戦総当たりのリーグ戦を行
い、上位2チームがラウンド16へ進出する方
式で、日本から参加の鹿島アントラーズ、名古屋
グランパス、ガンバ大阪、セレッソ大阪の4クラ
ブが全て勝ち進んだ。
　東日本大震災の影響により、ホームスタジア
ムを国立競技場へ変更して戦ったグループHの
鹿島は、第5戦で上海申花（中国）を2－0と下
し、1試合を残して2位以内を確定した。勝点で
水原三星ブルーウィングス（韓国）と並び、得失点
差で2位。4年連続のラウンド16進出となった。
　昨シーズンのＪリーグチャンピオンである

名古屋も、同様に第5戦で杭州緑城（中国）を
1－0と破り、1試合を残して2位以内を決め
た。最終的にはＦＣソウル（韓国）に次ぐグル
ープFの2位で、準決勝に進出した2009年の
大会に続く突破を果たした。
　08年にＡＣＬを制したＧ大阪は、日本勢で
は唯一の首位通過。引き分けでは敗退の可能
性もあったグループEの最終戦で、天津泰達
（中国）に2－0の勝利を収めた。両チームは
勝点10で並ぶも、得失点差で上回り、4年連
続のラウンド16進出を成し遂げた。
　ＡＣＬ初出場のＣ大阪は、グループGの最終戦
で山東魯能（中国）に4－0と快勝し、全北現代
モータース（韓国）に次ぐ2位で突破を決めた。
　ラウンド16は5月24、25日に開催。ＦＣソ

　4月23、24日に再開したＪ１・Ｊ２リーグ戦
の全スタジアムでは、東日本大震災による犠牲
者への追悼セレモニーと、被災地の復興を願う
活動などが行われた。
　スタジアムではＪリーグ旗、対戦する両クラブ
旗が半旗で掲げられ、大型映像装置では、選
手たちが入場する前に、大東和美Ｊリーグチェ
アマンのメッセージビデオが放映された（大型
映像装置のないスタジアムは音声のみ）。キッ
クオフ前には犠牲者を悼んで黙とうが行われ、
選手、審判団を含むスタッフは喪章を着用。こ
れらは、29、30日に開催されたリーグ戦の試合
会場でも実施された。また、募金活動は２０１１
シーズン終了まで継続する。
　3月5、6日の第1節以来のリーグ戦とあって、

今シーズンのホーム開幕戦を迎えたクラブも多
かった。地震によって大きな被害にあったクラブ
では、Ｊ１リーグのベガルタ仙台が4月29日に
浦和レッズをユアテックスタジアム仙台に迎え、
今シーズン初のホームゲームを開催。Ｊ２リーグ
の水戸ホーリーホックは同23日にケーズデンキ
スタジアム水戸（メインスタンドは修復工事中）
で、徳島ヴォルティスとホーム開幕戦を行った。
一方、Ｊ１の鹿島アントラーズは、ホームスタジ
アムの県立カシマサッカースタジアムが補修工
事のため、4～5月中のホームゲームを国立競
技場で実施した。
　今年からＪリーグに入会したガイナーレ鳥取
にとっては、4月30日のとりぎんバードスタジア
ムにおけるカターレ富山との試合が、待望のホ

ウルvs鹿島、水原三星vs名古屋、Ｇ大阪vsＣ大
阪の組み合わせにより1回戦制で準々決勝進
出の切符を争った。なお、準々決勝の組み合
わせは、6月7日に行われるドローで決定する。

リーグ戦再開 各地の表情
待望のホーム開幕戦も

4クラブが全てラウンド16へ進出

4月の試合ではキックオフ前に黙とうが行われた（ＮＤソフトスタジアム山形、4月24日） スピードを生かして名古屋の勝利に貢献した永井 Ｇ大阪の遠藤は最終戦で貴重なゴールを決めた Ｃ大阪は乾を中心に攻撃的サッカーを展開

鹿島は無敗でラウンド16進出。写真は大迫

リーグ戦が再開し、スタジアムに熱気が戻ってきた。写真は、左がフクダ電子アリーナ、右上がヤマハスタジアム（磐田）、右下が埼玉スタジアム2002

今シーズンからＪリーグへ入会した鳥取は、待望のホーム
開幕戦を行った（Ｊ２第9節、vs富山）

大東チェアマンも鳥取のホーム開幕戦を訪れ、竹内 鳥取市長（左端）
とともにファン・サポーターと記念撮影

Ｊリーグ特命PR部 女子マネージャーの足立梨花さんも
スタジアムへ（とりぎんバードスタジアム、5月8日）

子どもたちにはサンバイザーのプレゼント（日産スタジアム、4月29日）人気キャラクターも登場（等々力陸上競技場、5月3日） 募金活動も継続中（ＮＤソフトスタジアム山形、5月14日）

選手は喪章を着用（Ｊ２第8節、東京Vvs愛媛）
半旗と大東チェアマンのメッセージ
（ＮＡＣＫ5スタジアム大宮、4月23日）

ーム開幕戦となった。竹内功 鳥取市長や大東
チェアマンもスタジアムを訪れ、記念すべき試
合を観戦。雷雨による35分間の中断というハ
プニングはあったものの、ファン・サポーターは
最後まで熱心な声援を送り続けた。
　4月29日～5月8日のゴールデンウイーク期
間中には、各クラブが指定するリーグ戦の会
場で小学生以下の来場者を対象に、今年の
夏に公開されるポケモン映画の主役ビクティ
ニのサンバイザーがプレゼントされた。Ｊリー
グのスタジアムでしか手に入らない各クラブの
オリジナルデザインとなっており、サンバイザー
のつばの部分がクラブによって異なっていた。
また、ピカチュウやビクティニが来場したスタジ
アムもあり、子どもたちは大喜びだった。



4 31 May 2011Vol.182 531 May 2011 Vol.182

監督・コーチ／社長の活動

活動ジャンル

選手の活動
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　Ｊリーグは、Ｊクラブに所属する選手、監督などが、2010年1～12月にホームタウン活動に参加した状況を発表した。この調査は、
各クラブのホームタウン担当者が、アンケートに入力して提出する活動記録を集計したもので、ホームタウン活動への参加状況を
時間・場所など詳細に把握したもの。クラブ間で情報を共有し、今後の活動に結び付けるなどの目的がある。Ｊリーグは今後も、この
ような集計を通して選手、監督・コーチ、クラブ関係者のホームタウン活動を推進していく。（ここに紹介するのは調査結果の一部）

2010Ｊリーグ選手等ホームタウン活動調査
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ファンサービス

サイン会・トークショー（10.8%）

選手、社長との活動監督・コーチ単独の活動

支援団体／ボランティア関連活動

スポンサーイベント

地元イベント

サッカー教室／イベント

学校訪問

表敬訪問

講演

その他

・2007年から増加傾向。
・約80％がファン・サポーターを対象にして
いる。

・クラブの主催が大半だが、スポンサーの主
催で行うものも約13%を占める。

・スタジアムで開催するケースが60％程度、
街頭／商業施設で行うケースが約30％。

・シーズン中の3～11月はコンスタントに行わ
れている。

ファンサービス（12.3%）
・2009年から活動数は微増。
・80%以上がファン・サポーターを対象とし
た活動。他の対象は小学生（のファン）や
不特定（街頭でのイベント）など。

・クラブの主催が大半を占める。
・スタジアムで開催されることが多く、約60％
を占める。街頭／商業施設、クラブ施設の
ケースもあり。

・年間通して行っているが、中でも8月の活動
数が最も多く、11月、12月が続く。

支援団体／ボランティア関連活動（1.6%）
・活動数は2009年から微増。
・半数以上がクラブ主催、40％が後援会自ら
主催している。

・スタジアムで開催するケースが最も多いが、
一般貸しスペースで行うケースも多い。

・12月の活動数が最も多い。

スポンサーイベント（1.4%）
・2009年と活動数はほぼ変わらず。
・クラブが主催となっているケース以外に、ス
ポンサー自身が主催の場合もある。

・主に一般貸しスペースを利用して開催して
いるが、企業、スポーツ施設、クラブ施設で
の開催もある。

・Ｊリーグのシーズン前後の2月、12月の活動
数が多い。

地元イベント（10.6%）
・2007年より毎年増加傾向にある。
・地域住民を対象にしたものが半数以上
で、次に不特定の人を対象にしたイベント
が続く。
・行政主催のイベントが約30％を占め最も
多く、このほか自治会／商店街やスポン
サー、地域の実行委員会のものもある。

・街頭／商業施設で全体の40％が行われ、
次いで、スポーツ施設／公園で行われる
ケースも多い。

・7月、10月の活動が多い。

サッカー教室／イベント（14.9%）
・2009年から活動数は増加。ただし、過去
3年間は全活動の中で最も多かったが、
2010年は2位となった。

・小学生以下の児童を対象にしたものが
75％以上を占め、その保護者や中学生以
上を対象としたものもある。

・約40％をクラブが主催、スポンサー、行政
も15%前後主催している。
・スポーツ施設／公園で実施するものが最も
多く、学校、スタジアム、クラブ施設と続く。

・12月の活動数が最も多く、次いで8月も
多い。

学校訪問（18.9%）
・2007年から増加傾向にあり、2010年は
初めて最も多い活動となった。

・90％弱が小学生以下の児童を対象とした
活動で、幼稚園への訪問も含まれる。中学
生以上を対象としたものもある。

・クラブ主催が80％以上を占めるが、学校、
行政主催の場合もある。

・ＦＩＦＡワールドカップ中断期でもある6月
の活動数が最も多く、10月が続く。

介護福祉活動（5.2%）
・活動数は2009年より増加。
・半数以上が高齢者や障がい者を対象とし
た活動。養護学校の生徒など小学生以下
を対象にした活動も多い。
・クラブが主催する活動が多いが、福祉団体
等が主催するものもある。

・福祉施設や病院で行われる活動がほとん
どで、施設の小学生の試合招待イベントで
スタジアム、介護予防事業や障がい者サッ
カーなどスポーツ施設／公園での開催も見
られる。
・12月の活動が最も多い。慰問活動が多く
実施されている。

表敬訪問（10.2%）
・活動数は2007年から毎年増加しており、
特に2010年は2009年比で2倍以上と
急増した。

・行政とスポンサーが対象であるが、スポン
サーを対象としたものが2009年比で3倍
以上に増えており、行政対象の活動数を
上回った。

・シーズン終了の12月、ＦＩＦＡワールド
カップ中断期の7月に活動数が多い。

2000 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

2009年 795 295 計：1,090回

2010年 1,099 439 計：1,538回

選手、監督・コーチとの活動社長単独の活動

・監督・コーチの活動数は2009年と比べて約30％の増加。
・監督・コーチが単独で行動するケースは、全体の約10%。
・活動ジャンルで最も多いのは「表敬訪問」、次いで「学校訪問」、「ファンサービス」の順になっ
ている。
・「その他」には、「集客活動」や、「必勝祈願」、「クラブへの贈呈式」などが含まれる。

・社長の活動数は大きく伸び、2009年比44%増。
・社長単独での活動が全体の70％で、この比率は2009年とほぼ同等。
・最も多い「地元イベント」には、地域の会議への出席のほか、新年会や交歓会等への参加も
含まれる。「地元イベント」主催の「行政」や「自治会／商店街」との連携強化活動が多いこと
が分かる。
・「その他」には、監督・コーチと同じく、「集客活動」やクラブのための活動（「必勝祈願」、「クラ
ブ激励イベント、盛り上げプロジェクト」、「商店街巡回営業活動」など）が含まれる。

・選手の活動時間のピークは15-18時間である。
・活動回数分布と同じく、2009年より全体的に活動時間が増加しており、21-27時間の分布は特に伸びている。
・最も多い選手の活動時間は、94.0時間。

・最も多い活動は「学校訪問」で、全体の中の約20％を占める。
・以下、「サッカー教室／イベント」、「ファンサービス」、「サイン会・トークショ
ー」、「地元イベント」と続く。
・「その他」の活動には、「集客・広報活動」、「チャリティーイベント」、「スポ
ーツ教室／イベント」、「環境活動」のほか「食育」や「必勝祈願」、「商店
会／サポーティングショップあいさつ回り」も含まれる。

・「学校訪問」は2009年から80％増加しており、「サッカー教室／イベント」、「ファンサービス」を抜いて、2010年
で最も多い活動となった。
・活動の多い上位5ジャンルのラインアップは変わらない。
・「表敬訪問」も2009年比で2倍以上に増加している。また「集客・広報活動」も増加。
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2009年 87 427 計：514回

2010年 74 592 計：666回

◆2010年活動回数分布（2009年比較）

◆2010年活動時間分布（2009年比較）
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2010年
2009年
2008年
2007年

活動ジャンル別サマリー

ファンサービスサイン会・トークショー
支援団体／ボランティア関連活動 スポンサーイベント
地元イベント サッカー教室／イベント
学校訪問 介護福祉活動
表敬訪問 その他

◆2010年 監督・コーチの活動 ◆2010年 社長の活動

◆2010年内訳 ◆2010年／2009年／2008年／2007年比較

・選手一人の活動回数は、5-12回が多く、約50％を占めている。
・2009年と比較して、全体的に選手の活動回数は増加している。1-12回の活動選手数は減少し、13回以上
活動した選手数が増加している。平均は2.7回増加。
・最も多い選手の活動回数は51回。
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監督・コーチ／社長の活動

活動ジャンル

選手の活動
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1

2009年

　Ｊリーグは、Ｊクラブに所属する選手、監督などが、2010年1～12月にホームタウン活動に参加した状況を発表した。この調査は、
各クラブのホームタウン担当者が、アンケートに入力して提出する活動記録を集計したもので、ホームタウン活動への参加状況を
時間・場所など詳細に把握したもの。クラブ間で情報を共有し、今後の活動に結び付けるなどの目的がある。Ｊリーグは今後も、この
ような集計を通して選手、監督・コーチ、クラブ関係者のホームタウン活動を推進していく。（ここに紹介するのは調査結果の一部）

2010Ｊリーグ選手等ホームタウン活動調査

11.7%

10.8%

12.3%

1.6%
1.4%

10.6%

14.9%

18.9%

5.2%

10.2%

14.0%

7.8%
2.5%
2.9%

27.2%

5.7%
0.7%19.6%

10.8%

22.8%
ファンサービス

サイン会・トークショー（10.8%）

選手、社長との活動監督・コーチ単独の活動

支援団体／ボランティア関連活動

スポンサーイベント

地元イベント

サッカー教室／イベント

学校訪問

表敬訪問

講演

その他

・2007年から増加傾向。
・約80％がファン・サポーターを対象にして
いる。

・クラブの主催が大半だが、スポンサーの主
催で行うものも約13%を占める。

・スタジアムで開催するケースが60％程度、
街頭／商業施設で行うケースが約30％。

・シーズン中の3～11月はコンスタントに行わ
れている。

ファンサービス（12.3%）
・2009年から活動数は微増。
・80%以上がファン・サポーターを対象とし
た活動。他の対象は小学生（のファン）や
不特定（街頭でのイベント）など。

・クラブの主催が大半を占める。
・スタジアムで開催されることが多く、約60％
を占める。街頭／商業施設、クラブ施設の
ケースもあり。

・年間通して行っているが、中でも8月の活動
数が最も多く、11月、12月が続く。

支援団体／ボランティア関連活動（1.6%）
・活動数は2009年から微増。
・半数以上がクラブ主催、40％が後援会自ら
主催している。

・スタジアムで開催するケースが最も多いが、
一般貸しスペースで行うケースも多い。

・12月の活動数が最も多い。

スポンサーイベント（1.4%）
・2009年と活動数はほぼ変わらず。
・クラブが主催となっているケース以外に、ス
ポンサー自身が主催の場合もある。

・主に一般貸しスペースを利用して開催して
いるが、企業、スポーツ施設、クラブ施設で
の開催もある。

・Ｊリーグのシーズン前後の2月、12月の活動
数が多い。

地元イベント（10.6%）
・2007年より毎年増加傾向にある。
・地域住民を対象にしたものが半数以上
で、次に不特定の人を対象にしたイベント
が続く。
・行政主催のイベントが約30％を占め最も
多く、このほか自治会／商店街やスポン
サー、地域の実行委員会のものもある。

・街頭／商業施設で全体の40％が行われ、
次いで、スポーツ施設／公園で行われる
ケースも多い。

・7月、10月の活動が多い。

サッカー教室／イベント（14.9%）
・2009年から活動数は増加。ただし、過去
3年間は全活動の中で最も多かったが、
2010年は2位となった。

・小学生以下の児童を対象にしたものが
75％以上を占め、その保護者や中学生以
上を対象としたものもある。

・約40％をクラブが主催、スポンサー、行政
も15%前後主催している。
・スポーツ施設／公園で実施するものが最も
多く、学校、スタジアム、クラブ施設と続く。

・12月の活動数が最も多く、次いで8月も
多い。

学校訪問（18.9%）
・2007年から増加傾向にあり、2010年は
初めて最も多い活動となった。

・90％弱が小学生以下の児童を対象とした
活動で、幼稚園への訪問も含まれる。中学
生以上を対象としたものもある。

・クラブ主催が80％以上を占めるが、学校、
行政主催の場合もある。

・ＦＩＦＡワールドカップ中断期でもある6月
の活動数が最も多く、10月が続く。

介護福祉活動（5.2%）
・活動数は2009年より増加。
・半数以上が高齢者や障がい者を対象とし
た活動。養護学校の生徒など小学生以下
を対象にした活動も多い。
・クラブが主催する活動が多いが、福祉団体
等が主催するものもある。

・福祉施設や病院で行われる活動がほとん
どで、施設の小学生の試合招待イベントで
スタジアム、介護予防事業や障がい者サッ
カーなどスポーツ施設／公園での開催も見
られる。
・12月の活動が最も多い。慰問活動が多く
実施されている。

表敬訪問（10.2%）
・活動数は2007年から毎年増加しており、
特に2010年は2009年比で2倍以上と
急増した。

・行政とスポンサーが対象であるが、スポン
サーを対象としたものが2009年比で3倍
以上に増えており、行政対象の活動数を
上回った。

・シーズン終了の12月、ＦＩＦＡワールド
カップ中断期の7月に活動数が多い。

2000 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

2009年 795 295 計：1,090回

2010年 1,099 439 計：1,538回

選手、監督・コーチとの活動社長単独の活動

・監督・コーチの活動数は2009年と比べて約30％の増加。
・監督・コーチが単独で行動するケースは、全体の約10%。
・活動ジャンルで最も多いのは「表敬訪問」、次いで「学校訪問」、「ファンサービス」の順になっ
ている。
・「その他」には、「集客活動」や、「必勝祈願」、「クラブへの贈呈式」などが含まれる。

・社長の活動数は大きく伸び、2009年比44%増。
・社長単独での活動が全体の70％で、この比率は2009年とほぼ同等。
・最も多い「地元イベント」には、地域の会議への出席のほか、新年会や交歓会等への参加も
含まれる。「地元イベント」主催の「行政」や「自治会／商店街」との連携強化活動が多いこと
が分かる。
・「その他」には、監督・コーチと同じく、「集客活動」やクラブのための活動（「必勝祈願」、「クラ
ブ激励イベント、盛り上げプロジェクト」、「商店街巡回営業活動」など）が含まれる。

・選手の活動時間のピークは15-18時間である。
・活動回数分布と同じく、2009年より全体的に活動時間が増加しており、21-27時間の分布は特に伸びている。
・最も多い選手の活動時間は、94.0時間。

・最も多い活動は「学校訪問」で、全体の中の約20％を占める。
・以下、「サッカー教室／イベント」、「ファンサービス」、「サイン会・トークショ
ー」、「地元イベント」と続く。
・「その他」の活動には、「集客・広報活動」、「チャリティーイベント」、「スポ
ーツ教室／イベント」、「環境活動」のほか「食育」や「必勝祈願」、「商店
会／サポーティングショップあいさつ回り」も含まれる。

・「学校訪問」は2009年から80％増加しており、「サッカー教室／イベント」、「ファンサービス」を抜いて、2010年
で最も多い活動となった。
・活動の多い上位5ジャンルのラインアップは変わらない。
・「表敬訪問」も2009年比で2倍以上に増加している。また「集客・広報活動」も増加。
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◆2010年活動回数分布（2009年比較）

◆2010年活動時間分布（2009年比較）
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活動ジャンル別サマリー

ファンサービスサイン会・トークショー
支援団体／ボランティア関連活動 スポンサーイベント
地元イベント サッカー教室／イベント
学校訪問 介護福祉活動
表敬訪問 その他

◆2010年 監督・コーチの活動 ◆2010年 社長の活動

◆2010年内訳 ◆2010年／2009年／2008年／2007年比較

・選手一人の活動回数は、5-12回が多く、約50％を占めている。
・2009年と比較して、全体的に選手の活動回数は増加している。1-12回の活動選手数は減少し、13回以上
活動した選手数が増加している。平均は2.7回増加。
・最も多い選手の活動回数は51回。
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キヤノンカップ  ジュニアサッカー２０１１ 
ファーストステージ  2011年5月  横浜、名古屋、神戸 
セカンドステージ  2011年6月  横浜 
国内遠征  2011年7月  大阪

開催期間・会場

参加チーム 216チーム
主催 キヤノンカップ ジュニアサッカー実行委員会、株式会社 ニッポン放送プロジェクト 
後援 文部科学省、財団法人 日本サッカー協会、社団法人 日本プロサッカーリーグ
主管 横浜サッカー協会、愛知県サッカー協会、兵庫県サッカー協会
特別協賛 キヤノン株式会社

「キヤノンカップ ジュニアサッカー２０１１」を後援
　Ｊリーグでは、昨年に引き続き「キヤノンカップ ジュニアサッカー２０１１」
を後援する（3月理事会承認）。本大会は、少年・少女のサッカー普及・育
成および、さまざまな形での交流・親善を目的に開催される。

朝日新聞サッカースクール

開催期間・会場 2011年4月下旬～12年1月ごろまで
全国各地で約80 回開催予定

主催 朝日新聞社
後援 社団法人 日本プロサッカーリーグ

「朝日新聞サッカースクール」を後援
　Ｊリーグは4月19日に開催した理事会で、今年度も「朝日新聞サッカース
クール」を後援することを決定した。同活動は、Ｊリーグ百年構想パートナ
ーの朝日新聞社が地域のスポーツ活動活性化の一環として取り組んでい
るもので、例年通りＪクラブの協力で開催するスクールと元サッカー日本代
表選手を招いて開催するスクールが行われる。2011年度は、約80回の
開催が予定されている。

木村  正明 株式会社ファジアーノ岡山スポーツクラブ
代表取締役委　員

中西  大介 社団法人 日本プロサッカーリーグ
事務局長委　員

小森  秀二 株式会社電通
スポーツ局　サッカー事業室長委　員

高取  信行 株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 
スポーツ・エンタテインメントビジネス局  局長代理委　員

鈴木  秀樹 株式会社鹿島アントラーズ・エフ・シー
取締役　事業・スタジアム事業部長委　員

　今年からＪリーグ オフィシャルスポンサーとなった日本マクドナルド
株式会社は、Ｊリーグサポート「WOW F.C.」プロジェクトを実施している。
「WOW F.C.」は「感動したい！」人、「楽しみたい！」人なら誰でもメンバ
ーになることができる新チームの名称で、日本全国のメンバーと一緒にさ
まざまな活動を通じて、とも
にＪリーグを盛り上げていく。
　そのプロジェクトの一環と
して、「WOWプレーヤーズア
ワード」を実施している。Ｊ１
リーグ戦の全試合を対象に、
決勝ゴールを決めた選手を
表彰。副賞としてビッグマック
クッション、マックカード1万円
分が贈られる。

　Ｊリーグは、新たに設立したマーケティング委員会の委員長および委員
を、Ｊリーグ規約および専門委員会規程に基づき、以下のとおり選任した。

「Ｊリーグ 新燃岳噴火 災害義援金募金」 募金額のご報告
　今年1月に発生した、霧島山（きりしまやま）新燃岳（しんもえだけ）の噴
火災害に対する復興支援として、2月26日に開催したＦＵＪＩ ＸＥＲＯＸ 
ＳＵＰＥＲ ＣＵＰ ２０１１（名古屋グランパスvs鹿島アントラーズ／日産ス
タジアム）および、3月5、6日に開催した２０１１Ｊリーグ ディビジョン１、
同ディビジョン２の各クラブ
ホームゲーム開幕戦にて募
金活動を実施した。多くのフ
ァン・サポーターの協力をい
ただき、募金総額はＪリーグ
からの義援金（300万円）を
含み、708万8712円とな
り、宮崎県新燃岳火山活動
被害義援金、社会福祉法人
宮崎県共同募金会へ送ら
れた。

参　与

御手洗  尚樹
（株）日立柏レイソル
代表取締役社長

河西  晋二郎：（株）日立柏レイソル  前代表取締役社長
実行委員 ：2007年3月～11年2月（在任期間3年11カ月）

河西  晋二郎
（株）日立柏レイソル
前代表取締役社長

柏レイソル

【マーケティング委員会  所管事項】※Ｊリーグ規約・規程集「専門委員会規程」より
 1. リーグマーケティングに関する制度の検討・立案
 2. スポンサー契約に関する事項の検討・立案
 3. テレビ・ラジオ等放送権に関する事項の検討・立案
 4. 商品化事業に関する事項の検討・立案
 5. その他権利ビジネスに関する事項の検討・立案
【任期】2011年3月30日～12年1月31日

クラブ名 変更前 変更後

2011年度 地域スポーツ振興活動および
介護予防事業への支援を決定

　Ｊリーグは、Ｊクラブが実施するサッカー以外の地域スポーツ振興活動
および介護予防事業への支援を行っている。2011年度申請分（11年3
月15日申請締め切り）につき、24クラブ62件の支援を決定した。

株式会社ブリヂストン、株式会社サガン・ドリームス共催
「特別講演会」を後援

　Ｊリーグは5月17日に開催した理事会で、（株）ブリヂストンと（株）サガ
ン・ドリームス共催の「特別講演会」を後援することを決定した。今年で4
度目となる本講演会は、地域密着を掲げるクラブがクラブスポンサーでも
ある地元の企業とともに、より一層の地域貢献を図ることを目的に実施。
今回は6月14日（火）に鳥栖市民文化会館大ホール（佐賀県鳥栖市）に
て、岡田武史 前日本代表監督が「人を育てる」をテーマに講演する。

平成23年度 「ダメ。ゼッタイ。」普及運動を後援、
および国連支援募金運動を協賛

　Ｊリーグは5月17日に開催した理事会で、平成23年度「ダメ。ゼッタ
イ。」普及運動の後援について、また、同運動に併せて行われる「ダメ。
ゼッタイ。」国連支援募金運動への協賛を昨年度に引き続き実施するこ
とを決定した。

Ｊリーグ20周年記念 アジア最大級の短編映画祭
「ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア」と
タイアップして『フットボールプログラム』を設立実行委員・参与選任について

　Ｊリーグは3月15日に開催した理事会で、柏レイソルの実行委員を河西
晋二郎氏から御手洗尚樹（みたらい なおき）氏へ変更することを承認し
た。また、河西氏の実行委員退任に伴い、同氏を参与に選任することを
決定した。

　Ｊリーグは4月19日に開催した理事会で、村林裕氏の実行委員会委員
退任に伴い、同氏を参与に選任した。

参　与
村林  裕：前東京フットボールクラブ株式会社  代表取締役社長
実行委員（ＦＣ東京） ：2008年2月～11年1月（在任期間2年11カ月）

　Ｊリーグは5月17日に開催した理事会で、ザスパ草津の実行委員を
武尾誠氏から植木繁晴（うえき しげはる）氏へ変更することを承認した。

実行委員

植木 繁晴
（株）草津温泉フットボールクラブ
代表取締役ゼネラルマネージャー

武尾  誠
（株）草津温泉フットボールクラブ

取締役会長
ザスパ草津

クラブ名 変更前 変更後

実行委員

中野  幸夫 社団法人 日本プロサッカーリーグ
専務理事委員長

役職 氏名 所属

【マーケティング委員会】（敬称略） 

今シーズン、好調に得点を重ねている柏の北嶋。副賞
を手に笑顔

3月15日に開催予定だったが、東日本大震災の影響で延期となっていた報告会。傍士理事が
昨年の欧州スタジアム視察の報告を行い、理想のスタジアム像などにも触れたＪリーグの上野山技術委員長から指導を受けるＵ－１３の選手たち

宮崎県を訪れ、河野 県知事（左）に目録を手渡したＪリ
ーグの大東チェアマン

「２０１１Ｊリーグ Ｕ－13、Ｕ－14」 開催！
～出場機会の少ない年代に定期的な試合出場の場を提供～

2011年度 Ｊリーグ アカデミープレーヤー（Ｕ－１３）
トレーニングキャンプを開催

「WOWプレーヤーズアワード」を実施。
決勝ゴールを決めた選手を表彰

　Ｊリーグは5月17日、「スタジアムの未来 Ｊリーグ欧州スタジアム視察」
メディア報告会を開催した。2009年に立ち上げたスタジアムプロジェクト
の一環として、昨年10月に実施したドイツ、スイス、英国（イングランド、ス
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理事 兼 地域未来研究センター長）が視察の模様をまとめた映像を基に
報告し、Ｊリーグが目指す理想のスタジアム像などについて解説を行っ
た。また、集まったメディアに対して、スタジアム建設の「全国的な機運の
盛り上げが必要」と、報道などによる協力を要請した。

　Ｊリーグは5月5～8日にＪ－ＧＲＥＥＮ堺（大阪府堺市）において、Ｊリーグ
全38クラブが選抜した13歳以下（Ｕ－１３）の選手を対象とした「Ｊリーグ 
アカデミープレーヤー（Ｕ－１３） トレーニングキャンプ」を実施した。Ｊクラブ
が本格的に強化を始めるＵ－１３の選手を対象にトレーニングを行うのは、
今回が初めての試み。将来Ｊリーグそして世界で戦えるポテンシャルの高
い54人の選手が参加した。

「スタジアムの未来 Ｊリーグ欧州スタジアム視察」
メディア報告会を開催

マーケティング委員会
委員長および委員選任について

　今年もＪリーグの38クラブ、および
地域クラブ、中学校を含めた第3種チー
ム所属の選手を対象とした大会である
「２０１１Ｊリーグ Ｕ－１３」、「２０１１
Ｊリーグ Ｕ－１４」が5月に開幕した。両
大会は、試合出場機会の少ない各年

代の選手に定期的な試合出場の場を提供し、個の育成を行うことを目的
に開催するもの。
　Ｊリーグ Ｕ－１３は2007年、Ｊリーグ Ｕ－１４は08年よりスタートし、今年
はＪリーグ加盟38クラブに加え、地域クラブ、中学校（Ｕ－１３のみ）第3
種チームを含め計169チーム（Ｕ－１３／122チーム、Ｕ－１４／47チーム）
で実施する。Ｊリーグ Ｕ－１３は5月1日、Ｊリーグ  Ｕ－１４は同3日に始まり、
ともに12年3月まで開催予定。前者は60分間（前後半各30分）、後者は
70分間（前後半各35分）の試合を行い、勝敗が決しない場合は引き分
け。大会方式は、各ブロック内で2回戦総当たりリーグ戦が基本（Ｊリーグ 
Ｕ－１３のヤマトタケル〔関西〕のみ1回戦総当たりリーグ戦）。優勝チームに
は優勝シャーレが授与され、MVP賞、得点王の表彰も行われる。
　ＪリーグとＪクラブでは、将来のＪリーグの選手、そして世界を目指す夢を
持つ子どもたちの育成のために、今後も年代別のリーグ戦を拡大していく。

　Ｊリーグは今年、設立以来伝
え続けてきた、スポーツを通じた
より豊かな社会・文化づくりの
ため、「ショートショート フィルム

フェスティバル ＆ アジア」（東京都渋谷区／代表：別所哲也）とタイアップ
し、「スポーツの持つ力」を映像を使って、より多くの方々にお届けする映画
プログラム「フットボールプログラム」を設立する。
　今回のタイアップでは、フットボールをテーマに全世界から収集した作品
を6月16日（木）より開催される「ショートショート フィルムフェスティバル ＆ 
アジア」にて上映。「フットボールプログラム」を通じてＪリーグが考える「ス
ポーツの持つ力」を、今までとは異なる世界観で多くの方々に伝えていく。

トピックス（2月26日～5月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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して、「WOWプレーヤーズア
ワード」を実施している。Ｊ１
リーグ戦の全試合を対象に、
決勝ゴールを決めた選手を
表彰。副賞としてビッグマック
クッション、マックカード1万円
分が贈られる。

　Ｊリーグは、新たに設立したマーケティング委員会の委員長および委員
を、Ｊリーグ規約および専門委員会規程に基づき、以下のとおり選任した。

「Ｊリーグ 新燃岳噴火 災害義援金募金」 募金額のご報告
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同ディビジョン２の各クラブ
ホームゲーム開幕戦にて募
金活動を実施した。多くのフ
ァン・サポーターの協力をい
ただき、募金総額はＪリーグ
からの義援金（300万円）を
含み、708万8712円とな
り、宮崎県新燃岳火山活動
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宮崎県共同募金会へ送ら
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2011年度 Ｊリーグ アカデミープレーヤー（Ｕ－１３）
トレーニングキャンプを開催

「WOWプレーヤーズアワード」を実施。
決勝ゴールを決めた選手を表彰

　Ｊリーグは5月17日、「スタジアムの未来 Ｊリーグ欧州スタジアム視察」
メディア報告会を開催した。2009年に立ち上げたスタジアムプロジェクト
の一環として、昨年10月に実施したドイツ、スイス、英国（イングランド、ス
コットランド）の12都市、13スタジアム視察の報告。視察団の団長として
参加した傍士銑太Ｊリーグ理事（一般財団法人日本経済研究所 専務
理事 兼 地域未来研究センター長）が視察の模様をまとめた映像を基に
報告し、Ｊリーグが目指す理想のスタジアム像などについて解説を行っ
た。また、集まったメディアに対して、スタジアム建設の「全国的な機運の
盛り上げが必要」と、報道などによる協力を要請した。

　Ｊリーグは5月5～8日にＪ－ＧＲＥＥＮ堺（大阪府堺市）において、Ｊリーグ
全38クラブが選抜した13歳以下（Ｕ－１３）の選手を対象とした「Ｊリーグ 
アカデミープレーヤー（Ｕ－１３） トレーニングキャンプ」を実施した。Ｊクラブ
が本格的に強化を始めるＵ－１３の選手を対象にトレーニングを行うのは、
今回が初めての試み。将来Ｊリーグそして世界で戦えるポテンシャルの高
い54人の選手が参加した。

「スタジアムの未来 Ｊリーグ欧州スタジアム視察」
メディア報告会を開催

マーケティング委員会
委員長および委員選任について

　今年もＪリーグの38クラブ、および
地域クラブ、中学校を含めた第3種チー
ム所属の選手を対象とした大会である
「２０１１Ｊリーグ Ｕ－１３」、「２０１１
Ｊリーグ Ｕ－１４」が5月に開幕した。両
大会は、試合出場機会の少ない各年

代の選手に定期的な試合出場の場を提供し、個の育成を行うことを目的
に開催するもの。
　Ｊリーグ Ｕ－１３は2007年、Ｊリーグ Ｕ－１４は08年よりスタートし、今年
はＪリーグ加盟38クラブに加え、地域クラブ、中学校（Ｕ－１３のみ）第3
種チームを含め計169チーム（Ｕ－１３／122チーム、Ｕ－１４／47チーム）
で実施する。Ｊリーグ Ｕ－１３は5月1日、Ｊリーグ  Ｕ－１４は同3日に始まり、
ともに12年3月まで開催予定。前者は60分間（前後半各30分）、後者は
70分間（前後半各35分）の試合を行い、勝敗が決しない場合は引き分
け。大会方式は、各ブロック内で2回戦総当たりリーグ戦が基本（Ｊリーグ 
Ｕ－１３のヤマトタケル〔関西〕のみ1回戦総当たりリーグ戦）。優勝チームに
は優勝シャーレが授与され、MVP賞、得点王の表彰も行われる。
　ＪリーグとＪクラブでは、将来のＪリーグの選手、そして世界を目指す夢を
持つ子どもたちの育成のために、今後も年代別のリーグ戦を拡大していく。

　Ｊリーグは今年、設立以来伝
え続けてきた、スポーツを通じた
より豊かな社会・文化づくりの
ため、「ショートショート フィルム

フェスティバル ＆ アジア」（東京都渋谷区／代表：別所哲也）とタイアップ
し、「スポーツの持つ力」を映像を使って、より多くの方々にお届けする映画
プログラム「フットボールプログラム」を設立する。
　今回のタイアップでは、フットボールをテーマに全世界から収集した作品
を6月16日（木）より開催される「ショートショート フィルムフェスティバル ＆ 
アジア」にて上映。「フットボールプログラム」を通じてＪリーグが考える「ス
ポーツの持つ力」を、今までとは異なる世界観で多くの方々に伝えていく。

トピックス（2月26日～5月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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個有のカラーを持ったチームづくりに期待（Ｊ１第7節、広島vsＧ大阪）

　19年目のＪリーグが開幕して間もない3月
11日、東日本一帯が大地震に見舞われた。
津波や原発事故などを引き起こし、死者・
行方不明者2万人以上の大惨事になった。
Ｊリーグも影響を免れず、リーグ戦の中断や
Ｊリーグヤマザキナビスコカップの大会方式
変更など、過去に例のない対応を余儀なくさ
れた。リーグ戦が再開して1カ月余りが過ぎ
た今、この間のＪクラブや選手の活動を思
い返すと、それぞれが自身の足元を見つめ直
し、あらためて存在意義を考える機会になっ
たのではないかと感じている。
　震災発生以降、各クラブや選手は街頭
での募金活動や被災地への物資の送付、
慈善試合の開催など、多様な支援活動を
展開してきた。中には原発事故による風評
被害を払しょくするため、福島県などの農産
物を販売したクラブもある。活動は今も継
続している。
　3月中旬、水やトイレットペーパーなどの
買い占めが起きた際、首都圏のある選手は
こう話していた。「サッカーは毎週末、10万
人ものお客さんが来てくれる。僕たちサッ
カー選手には影響力がある。被災地に物
資が行き渡るように、買い占めをやめるよう
僕らが呼び掛けることも大切だと思う」。
　当然ながら、Ｊリーグの選手にはピッチ
外でも役割や責任がある。募金活動などで
街頭に立つだけでなく、それぞれが発する
言葉にも力がある。普段の生活サイクルで
は、ともすれば意識の片隅に追いやられて
しまいそうな事柄だが、それを再認識した選
手が多かったはずだ。失ったものが大きい
だけに、練習や試合ができることへの感謝
の気持ちを口にする選手が格段に増えた
のも、その一例だ。
　クラブを例に取ると、被災地に支援物資
を送ろうと考えたサポーターが、身近なＪクラ
ブを通じて届けたケースがあった。地域に根
差したクラブならば、地域と地域を結ぶ役割

を担ってもらえると考えたからだろう。19年目
のＪリーグ、そしてクラブは、そうした信頼が
寄せられる存在になっている。クラブに関わ
る人も選手と同様に意識を新たにしたので
はないだろうか。
　選手もクラブも、特別な思いで臨んでいる
今シーズン。被災地にホームタウンを置く
ベガルタ仙台の手倉森誠監督は、「使命」
という言葉を繰り返し使うようになった。そ
の仙台が気持ちのこもったプレーで再開
後のリーグ戦を盛り上げているのは周知の
通り。見ているものの心を揺さぶる要因
は、一体感に他ならない。昨年の2010 Ｆ
ＩＦＡワールドカップ 南アフリカで日本代
表が見せた戦いぶりにも、どこか通じる気
もする。
　普段から感じていることではあるが、サッ
カーの持つ力の大きさを考えさせられたシー
ズンだからこそ、Ｊリーグに期待したいことが
ある。各クラブのチームカラーがもっと鮮明
になってほしい。日ごろ、サッカーに関わって
いる方なら、それぞれの特徴を知っていると
思うが、実際には多
くのクラブで毎年の
ように指揮官が交代
し、目指すサッカーが
コロコロと変わって
いるのが実情だ。ス
タイルは監督の影響
が大きいため致し方
ない面はあるもの
の、19年目を迎えた
Ｊリーグの各クラブ
には、根底にある
「変わらないもの」を
より確立してほしい。
　最近のリーグ戦を
見て、「色」が変わら
ないクラブとしてパッ
と頭に浮かぶのは、

ブラジル路線を貫いてきた鹿島アントラーズ
や、西野朗監督が長期的に指揮するガンバ
大阪くらい。日本代表のアルベルト・ザッケ
ローニ監督が昨シーズンのＪリーグを振り返
り、「他と違っていた」と評したのは、セレッソ
大阪とサンフレッチェ広島だった。ともに
外国人監督が複数年にわたって率いる
チームであり、日本人監督のチームでなかっ
たのは寂しい。
　ここ数年、複数のクラブで経営難が表面
化するなど、まずは「存続」に力を注がなくて
はならないクラブもある。大震災の影響から
か、今シーズンは客足が鈍っており、各クラ
ブの経営を取り巻く状況は厳しさを増してい
る。そうした状態では遊び心は生まれにくく、
一歩踏み出して魅力を創出することは難し
いのかもしれない。それもまた、今のＪリーグ
だと思う。しかし、そんな中でも「ハタチ」を目
の前にしたＪリーグとクラブには、選手やサ
ポーターが身にまとうカラフルなユニフォー
ムと同様に、それぞれの「色」を際立たせて
ほしい。

「変わらないもの」の確立を
毎日新聞社 ◎ 江連 能弘（えづれ よしひろ）

1976年生まれ。筑波大卒。99年、神奈川新聞社入社。2006年、毎日新聞社入社、長野支局を経て07年から運動部。以来、サッカーを取材し、08年か
ら日本代表担当。ＦＩＦＡコンフェデレーションズカップ 南アフリカ2009、2010 ＦＩＦＡワールドカップ 南アフリカ、ＡＦＣアジアカップ カタール
2011などを取材。
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